
紹

介

の
沈
煮
た
う
な
が
し
て
み
み
、
シ
カ
ゴ
穴
準
巾
世
吏
歎
半
巾
ぎ
”
ゴ
剛
影
）
三
欝

士
に
・
ζ
歎
年
來
、
］
固
§
ぎ
】
三
。
§
畠
伍
。
象
＝
冴
ε
曙
。
＝
ぼ
ソ
｝
算
豪

お
霊
同
。
舞
二
〇
§
影
・
き
臣
。
崔
二
・
蓉
〉
馨
総
軍
継
々
公
に
し
て
華

々
し
き
業
績
存
暴
げ
て
な
6
り
、
蕨
絆
に
、
尉
。
幾
紅
（
ざ
『
霞
算
3
、
ほ
ア
メ
号
力

に
於
け
ろ
鰍
洲
中
世
兜
丈
献
と
し
て
ぱ
近
來
の
出
來
と
し
て
推
賞
さ
れ
て

み
ろ
事
に
勿
論
、
ド
イ
ツ
學
界
に
於
て
も
そ
の
債
億
為
認
め
て
み
ろ
の
で

あ
る
。

　
本
書
に
哺
ぎ
影
嚇
窪
敏
授
の
最
近
の
著
作
で
あ
っ
て
、
薦
看
図
。
。
質
。
巨
。

9
裁
ω
o
。
…
餌
二
H
一
難
9
・
く
。
口
ぎ
累
峯
象
。
掛
㈹
＄
の
績
篇
で
あ
り
、
前
著

と
同
じ
く
爵
。
o
。
登
蔓
H
困
ヨ
蒼
一
窺
ω
2
窪
の
…
書
と
し
て
倒
さ
れ

六
の
で
あ
る
・
し
敦
が
つ
て
、
そ
の
艮
的
と
す
ろ
膀
も
前
著
と
岡
じ
で
あ

り
、
前
著
の
序
文
中
の
、
愛
m
昌
m
門
§
8
”
巳
h
。
H
諺
〔
冨
ぴ
。
o
鉱
。
・
蒙

箕
。
黛
ρ
9
0
h
言
舞
二
9
”
。
。
護
o
o
日
欝
乾
皆
瞳
冒
｝
紆
。
匹
”
学
費
。
げ
。
剛
魯
。

票
蓉
翫
9
＝
裏
話
箕
畠
○
艮
民
｝
回
錠
ぴ
8
訂
≦
○
昏
a
o
舞
鼠
二
同
§
団
9
葺

聲
径
。
糞
。
・
営
。
。
o
ヨ
ヨ
鍵
．
H
七
日
7
0
惜
鼠
些
纂
爵
の
げ
冨
。
毛
一
a
α
q
o
ρ
員
一

〇
壱
〇
二
窪
8
馳
。
鴨
ぎ
巳
一
き
《
9
0
3
興
訟
8
8
藏
｝
o
o
感
興
ε
p
畠
。
翫

俘
ぎ
昌
ヨ
岩
。
開
髭
乙
ε
【
｝
器
0
9
自
三
二
巽
。
§
一
計
彰
諺
一
g
．
鷺
な
ろ
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

に
そ
の
ま
・
本
書
に
も
蓬
翔
さ
れ
る
。
部
ち
、
本
書
に
そ
の
養
す
る
叢
書

の
牲
質
上
か
ら
も
廣
く
…
般
的
の
肢
蓮
葎
な
し
、
教
師
及
び
學
血
の
馨
考

に
資
ぜ
ん
と
し
糞
も
の
で
あ
る
。

　
内
容
に
つ
い
て
見
る
に
、
全
谷
に
二
十
二
章
に
分
量
れ
、
個
々
の
章
に

そ
れ
自
男
糧
饗
し
て
ゐ
ゐ
。
そ
し
て
取
扱
ふ
群
々
に
、
ド
イ
ソ
、
フ
ラ
ン

ス
、
イ
タ
η
ヤ
為
始
め
、
フ
ラ
ン
ド
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、
及
び
東
欧
ボ
ヘ
ミ

盤鮒

¥
七
懸
　
　
第
三
驚
幽
　
　
悶
M
九
轟
ハ

ヤ
、
ポ
三
ツ
ン
ド
等
よ
リ
バ
ル
カ
ン
題
方
に
ま
で
及
ん
で
み
る
◎
む
ダ
英

癩
の
み
が
除
れ
て
る
る
纂
に
、
英
闘
就
會
経
濟
更
に
臨
し
て
に
英
語
で
書

か
二
乗
多
く
の
良
霧
が
あ
り
、
且
．
紙
数
奄
剃
隈
さ
れ
て
る
お
固
め
に
鶴

愛
し
療
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
興
瞭
が
少
い
歪
め
で
な
い
事
た
前
著
に
述

べ
て
み
る
が
、
こ
の
田
力
針
な
本
心
顎
に
n
点
て
も
取
つ
力
穴
め
と
思
ほ
れ
る
◎

面
し
て
取
扱
ふ
問
題
の
範
國
も
中
世
末
期
祉
下
馬
濟
史
の
妙
な
ろ
問
題
口

大
鵜
｝
堪
上
げ
》
て
為
り
法
王
の
財
政
経
濟
期
以
策
に
つ
い
て
も
蓮
べ
て
る
る
事

ぱ
、
中
世
醗
倉
経
溶
吏
に
於
け
る
専
心
の
意
義
な
重
覗
す
ろ
導
者
の
立
揚

よ
り
撫
で
糞
も
の
で
、
か
㌧
ろ
考
へ
に
極
め
て
委
當
で
あ
る
と
思
ふ
。
な

ほ
巷
末
に
各
章
の
問
題
に
罫
謬
る
重
要
丈
献
た
の
砿
て
る
る
事
艮
本
書
の

利
用
儂
櫨
を
高
め
て
み
ろ
。

　
要
す
る
に
、
本
書
ば
決
し
て
羅
畿
的
な
も
の
と
に
言
へ
な
い
が
、
中
世

末
期
引
批
禽
郎
経
濟
史
の
諸
幽
憤
題
へ
の
よ
・
き
手
¶
引
毒
・
で
あ
り
且
便
利
（
怯
本
で
あ

ろ
。
山
人
に
す
で
に
申
世
末
期
追
試
経
濟
更
に
關
し
て
に
多
く
の
良
書
、

良
告
垂
垂
た
持
っ
て
る
雲
が
、
　
一
般
的
な
、
入
門
書
蛉
な
も
の
～
出
現
た

望
ん
で
を
つ
糞
の
で
あ
ろ
Q
そ
れ
故
本
書
の
含
蓄
に
か
～
ろ
爺
望
な
充
す

も
の
と
し
て
撒
迎
さ
れ
る
次
第
で
あ
ろ
O

　
（
目
器
O
§
9
蔓
0
8
】
℃
榊
ド
遷
・
窯
9
鴬
ノ
博
。
憎
『
お
ω
一
・
敷
五
爵
α
q
認
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
以
上
、
臨
臓
見
∀
鳳

囎
猫
逸
史
學
吏

文
學
博
士
　
坂
口
　
　
昂
著

　
著
者
に
生
前
既
に
世
界
に
於
け
・
ろ
重
合
丈
明
の
潮
流
。
概
齪
世
界
更
潮

為
以
て
我
西
洋
更
雌
界
に
濁
貞
の
歩
墓
誌
め
、
そ
の
逝
去
さ
る
》
や
門
下

（　17　LV　）



の
諸
士
…
覇
力
…
以
て
そ
の
潰
晶
糊
の
枷
編
纂
に
．
脚
則
リ
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
更
簿
設
説
、

世
界
吏
論
講
の
二
面
ば
既
に
世
に
串
で
我
學
界
に
大
な
る
貢
献
存
な
す
所

あ
ろ
に
人
の
却
る
班
で
あ
る
。
今
や
本
書
上
梓
さ
る
」
に
及
び
下
士
の
名

聾
な
し
て
盆
々
晦
か
ら
し
め
る
も
の
と
言
ふ
べ
甚
で
あ
る
。

　
本
書
に
博
士
が
生
前
京
都
帝
工
大
學
章
動
部
三
期
科
に
於
て
四
年
問
に

亘
っ
て
蓮
綾
講
ぜ
ら
れ
し
所
の
も
の
・
編
纂
さ
れ
し
も
の
、
講
ぜ
ら
れ
し

に
四
年
間
と
匡
云
へ
、
完
く
博
士
生
涯
の
研
銚
、
思
索
の
結
晶
な
り
と
言

っ
て
も
誤
少
き
推
察
と
信
ず
る
。
煮
凝
に
重
て
、
署
活
に
、
勿
論
そ
の
タ

イ
ト
ル
藏
ら
輪
軸
如
く
、
据
置
に
於
け
る
歴
史
哲
攣
の
理
論
的
展
開
為
試

み
た
る
に
言
ふ
迄
も
な
い
、
全
量
四
篇
申
の
第
一
傭
即
ち
ヘ
ル
デ
ツ
、
カ

ン
ト
、
ブ
イ
ヒ
テ
及
び
へ
ー
ゲ
出
定
の
歴
史
哲
畢
を
謝
象
と
ぜ
ろ
膀
に
特

に
そ
の
感
を
深
く
ぜ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
併
し
、
纂
i
プ
ー
ル
、
ラ
ン

ケ
な
坂
扱
へ
ろ
第
二
篇
、
ド
ロ
イ
セ
ン
、
ジ
イ
ベ
ル
な
襯
職
み
乳
る
第
”
三
篇

ト
ラ
イ
チ
ケ
、
屯
ム
セ
ン
為
研
究
ゼ
る
轄
雄
四
篇
雛
V
に
於
て
に
、
各
歴
吏
家

の
更
學
珊
論
を
究
閉
講
る
に
勿
論
な
れ
ど
、
そ
こ
に
て
機
、
碧
者
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

欝
象
は
翠
に
史
學
理
論
の
み
で
は
な
く
し
て
、
卸
て
其
れ
等
の
歴
吏
家
の

全
人
格
で
あ
る
と
思
に
し
め
る
の
で
あ
る
。
こ
㌧
に
、
第
二
篇
以
下
に
於

て
、
第
㎜
篇
に
於
け
る
理
論
的
開
展
形
式
と
ほ
異
な
つ
六
、
ぜ
ナ
グ
ラ
フ

ィ
ソ
シ
ュ
な
形
式
の
見
・
疹
、
れ
る
㎜
川
以
が
訟
下
す
う
と
考
へ
ろ
O
著
者
に
h
於
て

　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

に
、
歴
更
現
論
存
知
る
と
典
に
、
否
そ
れ
以
上
に
、
歴
更
家
た
知
る
こ
と

が
よ
り
踊
心
事
で
に
な
か
つ
象
か
。
本
書
な
辛
く
者
も
亦
こ
の
意
昧
に
於

て
工
ま
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
Q
一
学
級
思
懸
す
ら
敢
て
ぜ
ざ
る
紹
介

者
の
馳
駅
理
解
の
上
の
こ
れ
等
の
雷
、
或
ば
著
看
の
意
に
合
ぜ
ざ
ろ
班
あ

紹

介

ら
ん
こ
と
な
恐
ろ
。
と
ま
れ
顛
落
そ
の
顛
少
告
名
瀬
象
る
に
言
な
倹
表
ざ

ろ
班
、
讃
者
の
画
讃
翫
流
し
て
反
省
の
一
劫
と
し
、
雛
験
内
容
の
櫓
大
の

資
と
さ
れ
ん
こ
と
な
望
む
〔
菊
版
薫
五
六
頁
、
岩
波
書
店
塑
行
、
定
慣
金

塗
圓
五
壇
銭
〕
（
弾
上
）

盤
満
蒙
曝
露
清
内
府
一
統
輿
地
秘
剛

　
　
　
　
　
　
奉
果
故
宮
所
藏
砂
圃
四
十
一
張
影
印
、
四
拾
玉
圓

虚
無
隆
十
三
排
銅
版
中
闘
圃

　
　
　
　
　
　
北
學
故
営
博
物
館
所
藏
鋤
醗
百
四
張
玉
版
宣
紙
影

　
　
　
　
　
　
印
、
百
五
捨
園

　
最
近
の
糞
文
堂
の
燈
府
に
右
の
二
つ
、
何
れ
も
故
宮
所
藏
の
一
統
輿
地

秘
義
の
影
印
本
が
禺
版
さ
れ
穴
こ
と
存
報
告
し
表
、
こ
の
爾
圃
に
實
に
支

那
の
地
圃
と
し
て
今
鷲
ま
で
に
鶴
來
れ
も
の
㌧
最
優
秀
な
も
の
で
、
胡
文

忠
の
大
通
一
統
．
輿
圃
に
實
に
こ
れ
ら
の
秘
醐
た
原
本
と
し
て
撫
來
六
も
の

で
あ
る
、
こ
の
種
の
輿
圃
が
北
京
叉
に
爾
天
の
営
城
に
あ
る
こ
と
ば
除
程

早
く
知
ら
れ
、
狩
野
，
小
川
爾
先
止
ぱ
之
た
露
頭
年
間
に
彼
土
で
見
ら
れ
．

六
、
筆
看
が
大
正
十
三
年
九
月
北
京
に
遊
ん
だ
と
き
、
濃
州
教
授
ほ
是
非

こ
れ
為
さ
が
し
て
こ
い
と
命
ぜ
ら
れ
れ
が
、
北
京
の
圓
害
館
、
歴
史
博
物

面識

｢
つ
れ
「
な
拙
訪
れ
て
・
も
い
つ
・
も
価
州
し
と
考
へ
油
ワ
れ
カ
、
そ
こ
で
松
濾
蕪
三

鄭
零
に
ゆ
っ
く
り
さ
が
し
て
貰
ふ
こ
と
建
碑
し
て
館
朝
し
乗
が
、
果
し
て

そ
れ
が
奉
天
に
も
あ
れ
ば
、
北
亭
の
敏
宮
に
も
め
つ
象
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
滞
洲
の
金
銀
氏
が
ま
つ
前
潜
為
欝
版
し
六
、
不
幸
に
し
て
こ
の
方
ほ
濾

洲
文
字
で
記
さ
れ
て
み
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
且
つ
放
数
が
少
い
、
班
が
後

舞
十
当
巷
　
第
三
競
　
　
四
九
七

（　173　）


